
 

 
 

平成２９年１月５日 

 

「平成２８年度アジアにおける日本映画特集上映事業」の開催 

 

 

文化庁では，アジア地域において映画を通じた文化交流を図り，日本文化への理解

を促進するためアジアにおける日本映画特集上映事業を実施しています。 

今年度はミャンマーのヤンゴン市で開催します。 

 

１．会 期    

平成２９年１月１３日（金）～１月１９日（木） 

 

２．場 所 

   ネピドー・シネマ（ヤンゴン市） 
 

３．主催等   

主催：文化庁 

共催：在ミャンマー日本国大使館，ミャンマー情報省,一般社団法人ジャパン・

イメージ・カウンシル 

協力：ミャンマー映画協会，国立ヤンゴン芸術文化大学，ワッタン映画祭，国立

大学法人東京藝術大学，国際交流基金アジアセンター,日本アニメーション

協会，一般社団法人日本映画製作者連盟，一般社団法人日本動画協会，公

益財団法人ユニジャパン 
 

４．実施事業の概要  

   別紙参照 
 
５. 事業内容に関する詳細お問合せ先 

一般社団法人ジャパン・イメージ・カウンシル 

Tel: 03-6670-5676 / Fax: 03-5466-0054 
e-mail: japic@japic.jp 

 
 

  文化庁文化部芸術文化課 

 課   長  木 村 直 樹（内2822） 
  芸術文化調査官    入 江 良 郎（内2829）                            
 メディア芸術振興係    中 臺 正 明（内2083） 

 【代表】０３－５２５３－４１１１  



文化庁委託事業 

平成２８年度アジアにおける日本映画特集上映事業 

ミャンマー、ヤンゴン市で初開催                                          

「最新作大集合！ 日本映画とアニメーション」お知らせ                                             

２０１７年１月５日 

 

 一般社団法人ジャパン･イメージ･カウンシル（JAPIC）は，文化庁の委託を受け，２０１７年１月１３日から１月

１９日までの７日間，ミャンマーのヤンゴンで日本映画祭２０１７「最新作大集合！ 日本映画とアニメーション」

（文化庁主催，在ミャンマー日本国大使館/ミャンマー情報省共催）を開催いたします。本事業は，２００４年

より続く文化庁委託事業「アジアにおける日本映画特集上映事業」として実施され，ミャンマーにおける日本

文化への理解や親しみの深化を図るとともに，映画・アニメーションの分野における若手を中心とした人材

交流，人材育成を目的とします。 

 通算１３回目となる本年度は，長編１１作品，短編１８作品，合計２９作品を１３プログラムで構成し，新作を

中心とした多彩なプログラムによって，ミャンマーにおいてはかつてない規模で日本の映画とアニメーショ

ンの現在を紹介いたします。 

 オープニング作品は，高校生二人がコンビを組み，マンガ家への道を歩んでいく青春映画『バクマン。』

に決まりました。本作品は日本映画プロフェッショナル大賞ベストワンをはじめ数々の映画賞に輝いた２０１

５年を代表する日本映画で，クールジャパンを代表するマンガの世界を紹介する意味でもその反応が注目

されます。 

 一般プログラムでもミャンマー未公開の日本映画の最新作，近年の内外の映画祭等で高く評価された作品，

話題作，異色作をラインナップしています。実写作品は，『クロユリ団地』，『くちびるに歌を』，『映画 ビリギャ

ル』，『ヒロイン失格』，『さらば、あぶない刑事』，『植物図鑑 運命の恋，ひろいました』の６作品，アニメーシ

ョン作品は，『思い出のマーニー』，『花とアリス殺人事件』，『バケモノの子』，『BORUTO NARUTO THE 

MOVIE』の長編４作品に加えて，短編アニメーション作品を「巨匠たちの足跡」と「20 代監督作品集」の２プロ

グラムに分けて上映いたします。 

 また，作品の上映のほか，交流プログラムとして，１月１６日には「アニメーション・ワークショップ」を国立ヤン

ゴン芸術文化大学で実施いたします。 

 

【開催概要】 

事業名 ： 平成２８年度アジアにおける日本映画特集上映事業 

行事名 ： 日本映画祭２０１７「最新作大集合！ 日本映画とアニメーション」 

会期 ： ２０１７年１月１３日（金）～１月１９日（木） 

会場 ： ネピドー・シネマ 

内容 ： 映画・アニメーション上映，ワークショップ 

 

主催 ： 文化庁 

共催 ： 在ミャンマー日本国大使館，ミャンマー情報省，一般社団法人ジャパン・イメージ・カウンシル 

協力 ： ミャンマー映画協会，国立ヤンゴン芸術文化大学，ワッタン映画祭，国立大学法人東京藝術大学，

国際交流基金アジアセンター,日本アニメーション協会，一般社団法人日本映画製作者連盟，一般

社団法人日本動画協会，公益財団法人ユニジャパン 

開催パートナー ： ミンガラー株式会社 



 

【上映プログラム（全１３プログラム）】 

＜実写作品＞ 

1. 開幕上映作品 

『バクマン。』（大根仁監督/2015/120 分）  

2. 『クロユリ団地』（中田秀夫監督/2013/106 分） 

3. 『くちびるに歌を』（三木孝浩監督/2015/132 分） 

4. 『映画 ビリギャル』（土井裕泰監督/2015/117 分） 

5. 『ヒロイン失格』（英勉監督/2015/112 分） 

6. 『さらば あぶない刑事』（村川透監督/2016/118 分） 

7. 『植物図鑑 運命の恋、ひろいました』（三木康一郎/2016/112 分） 

 

＜アニメーション作品＞ 

1. 『思い出のマーニー』（米林宏昌監督/2014/103 分） 

2. 『花とアリス殺人事件』（岩井俊二監督/2015/100 分） 

3. 『バケモノの子』（細田守監督/2015/119 分） 

4. 『BORUTO NARUTO THE MOVIE』（山下宏幸監督/2015/96 分） 

5. 「短編アニメーション 1 アートアニメーション傑作選—巨匠たちの足跡」（7 作品） 

『人間動物園』（久里洋二/1962/3 分） 

『鬼』（川本喜八郎/1972/8 分） 

『コーヒーブレイク』（古川タク/1977/5 分） 

『おこんじょうるり』（岡本忠成/1982/25 分） 

『ジャンピング』（手塚治虫/1984/6 分） 

『頭山』（山村浩二/2002/10 分） 

『つみきのいえ』（加藤久仁生/2008/12 分） 

6. 「短編アニメーション 2 ほとばしる情熱! 20 代監督作品集」（11 作品） 

『堀川出水入る』（谷耀介/2015/4 分） 

『あたしだけをみて』（見里朝希/2016/8 分） 

『夏の女神の口の中』（リュウ・シンシン/2016/6 分） 

『I think you’re a little confused』（小川育/2016/9 分） 

『so near yet so far』（藤幡小光/2016/4 分） 

『オバケのウィリー』（久目健人、小島良介/2014/4 分） 

『FEED』（岡崎恵理/2016/7 分） 

『怪獣風呂』（橋爪伸弥/2016/5 分） 

『ボンとハレトモ〜古代遺跡で大慌て』（ムトウアキヒト、はらだかおる/2015/11 分） 

『何も見なくていい』（伊藤圭吾/2014/4 分） 

『ズドラーストヴィチェ！』（幸洋子/2015/5 分） 

 

【交流プログラム】 

＜アニメーション・ワークショップ＞ 

日時 ： ２０１７年１月１６日（月） １０：００〜１７：００ 

会場 ： 国立ヤンゴン芸術文化大学 

講師（チームリーダー/敬称略） ： 伊藤圭吾（『何も見なくていい』），小川育（『I think you’re a little 

confused』），岡崎恵理（『FEED』），谷耀介（『堀川出水入る』），橋爪伸弥（『怪獣風呂』），藤幡小光（『so 



near yet so far』），見里朝希（『あたしだけをみて』） 

参加者：７０名（映画・ドラマ学科４５名、芸術学科絵画専攻２５名） 

内容：７０名の参加者が１０名ずつ７つのグループに分かれて「しりとりアニメーション」を制作。基本的なアニ

メーションの動かし方、作画方法を学ぶと同時に、絵のしりとりをすることでアニメーションの醍醐味で

あるメタモルフォーゼの面白さを体感する。講師は「短編アニメーション 2 ほとばしる情熱! 20 代監督

作品集」で上映される若手アニメーション作家から選抜された７名が担当し、それぞれの作風を活かし

た指導を行うことで、グループごとの特色も出ることも狙いとする。最終的には７０名でひとつの流れを

生み出すダイナミックな「しりとりアニメーション」になる。 

 

 

 

本件に関するお問合せ先 ： 

一般社団法人ジャパン・イメージ・カウンシル（JAPIC） 

Tel: 03-6670-5676 / Fax: 03-5466-0054 

e-mail: japic@japic.jp 

担当：池田・門脇 


